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はじめに





江談抄 第三 雑事にある 吉備大臣入唐の間の事 は史実を踏まえた説話文学であり、
その中に囲碁が登場する。
吉備大臣入唐の間の事 は鎌倉時代初期に成立した 吉備大臣物語 ）． 長谷寺験記 上













































み で原文の写真版．名児耶 明氏の解読文及び川瀬一馬（ 年）の解説文を掲載し
ている。
これによると、 吉備大臣物語 の成立を鎌倉初期と推定している ）。
．長谷寺験記
長谷寺験記 には上巻の第一話 吉備大臣於大唐読野馬台帰朝事 として、 江談抄 ．
吉備大臣物語 の内容が記載されている。
長谷寺験記 については、永井義憲氏（ 年 ）が長谷寺蔵本の影印本を作成し、こ
れに解説を付している。近年長谷寺が 現代語訳 長谷寺験記 を刊行したので、容易にその
内容が判るようになった ）。


















森 克己（ 年）の論考 吉備大臣入唐絵巻の素材について ）は囲碁について言及
し、唐の蘇鶚の著作 杜陽雑編 にある唐の棊待詔顧師言と日本王子の対局が素材であると推



















中国での陰陽に関する古典は 易経 である。 易経 は儒教の基本的古典として五経の筆
頭に挙げられており、陰陽に基づいた占筮（うらない）の書である。















































吉備真備については、宮田俊彦（ 年）の 吉備真備 が評伝として評価が高い ）。
吉備真備は 年、備中国下道郡の下級武官下道圀勝の子として生れた。出生地について
は、宮田俊彦は大和国としているが、地元では備中国下道郡、後の岡山県吉備郡真備町箭田
（ 年 月 倉敷市と合併）を出生地としている。下道真備は 歳頃、平城京の大学寮へ入っ
たと考えられる。真備は 年間で所定の課程コ スを終了し、試験に合格して従八位下を授け
られた。
年、真備は 歳で阿倍仲麻呂と共に留学生に選ばれ、翌 年第 回遣唐使に便乗して唐
へ渡った。




朝廷へ献上した書籍は 続日本記 には 唐礼一三 巻 ． 大衍暦経一巻 ． 大衍暦立成十二
巻 ． 楽書要録十巻 が記載されている ）。




























































通じて語り伝えられ 続日本紀 の記事になったと推測する。 江談抄 中の 吉備大臣入唐




















南史 巻 隠逸伝 ． 高僧伝 巻 神異 には 野馬台詩 の作成に関する記述は見出
















野馬台詩 で次に問題となるのは百王説であり、大江匡房自身 江談抄 の中で問答式な
がら百王説に言及している ）。平安末期から鎌倉初期の天台宗の僧慈円（ 年）はそ








前項により吉備大臣入唐説話に於ける主役 名と唐人の 手段、 文選 ． 野馬台詩 が陰
陽に比定出来ることを論証した。囲碁と陰陽の関係については、後漢の班固の 旨 に 棊
有黒白．陰陽分也。 とあり、同じく後漢の李尤の 囲棊銘 にも 棊局憲矩．棊法陰陽．道
為経緯 の句がある ） ）。
棊が碁石の意味に使用されているのは、前漢の戴徳の 大戴礼記 中の 夫 十棊之変．由
不可既也。 の句に拠る ）。囲碁の用具としては、碁盤と碁石がある。又、碁盤は方の形をし
ており、碁石は圓である。前漢の劉安の 淮南子 には 天地之襲精．為陰陽 と 天道曰
圓．地道曰方 の句があって、碁盤．碁石は陰陽に比定出来る ）。囲碁は陰陽と二重に繋がっ
ている。







































と三皇とは伏犧．女 ．神農であり、五帝とは黄帝． ．帝 ．堯．舜である。司馬遷は












彼は中国の 易経 に関心を持ち、 年、イエズス教会宣教師ジョアシャン・ブ ヴェか
ら六十四卦の先天図を贈られ、その中に自らが創始した 進法の計算術のあることを見出して














路盤については、勝田倫吉氏（ 年 ）の実証的な研究がある ）。
次に 路盤を 面併せて 路盤になったとすれば、ここでも と云う共通項は生きている。
路盤の外周の交点は、（ ） （ ） となる。換言すればこれを想定して 路
盤への拡大を実施したとも言える。
路盤になった場合の囲碁と易との関連性については、小川は言及していない。然し、現存
する中国最古の棋書で北宋末期に刊行された 忘憂清楽集 の冒頭には北宋張擬の著 棊経十
三篇 棊局篇第一 に関連記事がある ）。
路盤から 路盤へ移行すると、盤上へ置ける石の総数は から となり、碁盤外側の交
点の合計は から へと増加する。


















区 分 易 囲 碁 関 連 性
原 型 卦 路盤 卦が 路盤の 方格に一致
第 段階 卦本文 路盤 外周の交点 が 卦に一致
第 段階 卦本文 翼 路盤
石数の は太陰暦の 年の日数に比定し、外周の交点 が
礼記 月令 の 候に一致する。











囲碁の文献上の起源は、 春秋左氏伝 の襄公 年の記事に登場する である ）。 は囲碁










王羲之（ 年）の 茶帖 が初出である ）。梁代（ 年）に成立した辞書 玉
篇 は、その後亡逸して北宋の 年に重修増字として 大広益会玉篇 として刊行された。
これが現行の 玉篇 である ）。この 玉篇 には 棊 博棊也。 として棊が六博の駒であっ









































されていた。大江匡房の 江家次第 には、 上首把黒．下貨把白。 とあり、技倆の優れた者
や長老が黒を持ち、未熟な者や若輩は白を持つと記してある ）。 鎌倉時代の玄尊の著わした



















は、ハ バ ド大学で中国史を講じた中国人楊聯陞（ 年）の論文 中國圍棋數法變更
小考 である ）。
石数計算になると、盤上の石を呑みこむことが無意味になる。尚、中国では清朝末期の打碁
集 寄青霞館 選 に至るまで白先であった。
錯誤が見逃されてきた理由
錯誤の原因としては、 江談抄 が写本として転写されてゆく過程で、 白石を呑む が単に
石を呑む となり、更に 黒石を呑む と誤記されていったと考える。これが囲碁に無関心









































和 日本吉備大臣 辰土国手玄東 唐山風白先






萬延元年庚申は 年であり、林元美は数え年 歳と記している。因みに元美は翌 年
月 日に歿したので、最晩年の作品となった。




（ ）に清の金楙志の著わした 囲棊近譜 に収録されて以来、清代を通じて数回他の棋書
に採録されている。その理由は、明代に囲碁ル ルが地計算から石数計算へ移行し、 が極め
て起こり難くなったことに拠る。





安藤豊次（ 年）は明治．大正期の囲碁史研究家であり、囲碁通史 坐隠談叢 の






関 節蔵（ 年）は安藤豊次と並ぶ囲碁史研究家であり、実証的な日本囲碁史 細
註日本囲碁史綱 を作成したが、未完に終わった。関はその中で 江談抄 の記事を紹介して
いる。関は 年、 報知囲碁講義録 を刊行しているが、その中でも 江談抄 の記事を収
録している。
）
安藤豊次は 年に囲碁通史 坐隠談叢 全 巻を刊行したが、 吉備大臣入唐説話 に関










と 吉備大臣入唐絵詞 を紹介し、その上で 江談抄 の内容を大幅に変造した 安部仲麻呂
入唐記 にも言及している。
）
上下 頁の内容は、質量ともに囲碁史料集の白眉である。同書は 江談抄 ． 吉備大臣物





関心が深い。同書には冒頭に 吉備大臣入唐絵巻 の囲碁対局の箇所が 吉備公與唐人對



























安倍晴明物語一代記 浅井 了意 年 ）
吉備真備が遣唐使として入唐し、玄宗は貢物が少ないのを怒り、吉備の才智を試して優れて
いれば許し、さもなければ殺すよう指示して、囲碁． 文選 ． 野馬台詩 の順序で試す。囲
碁の方は憲当という名人との対局であり、真備が 連勝して唐側は殺害を断念する。囲碁に関
する説明が付加されているが、吉備が黒石を呑む条はなくなっている。 文選 ． 野馬台詩
を通じて安倍仲麻呂の霊が鬼となって助ける条は 江談抄 と変わらない。尚、浅井了意
（ 年）は浄土真宗の僧侶で仮名草子作家である。
南都名所集 巻 太田叙親．村井道弘 年 ）
奈良の鏡明神附属として 吉備塚 の項があり、吉備大臣入唐説話が概ね 江談抄 の内容
で記述されている。













絵本三国妖婦傳 全 巻 高井蘭山 年 ）
同書は三国、即ち日本．唐．天竺の妖婦に関する怪奇譚を収録している。
吉備大臣入唐説話 は 仲麿の亡霊吉備大臣を佐く、并吉備公野馬臺詩の文を読む という
条で、囲碁の対局と 野馬台詩 の読解がある。
扶桑皇統記圖會 前編巻 文 好華堂主人．画 柳斎度春 年 ）


















人倫訓蒙図彙 ）． 男重宝記 ）． 和漢三才図会 ）． 本朝世事談綺 ）． 古今要覧稿 ）．
爛柯堂棋話 ）
おわりに

















） 江談抄 第 雑事（ ）吉備大臣入唐の間の事 大江匡房 江談抄 中外抄 冨物語 後藤昭雄 山根對
助 校註 新日本文学大系 岩波書店 年 月
） 古鈔本 吉備大臣物語に就いて 鈴鹿三七 仏教文学 仏教文学社 年 月 上記は 吉備大臣物
語 の最古の写本を紹介した論考であり、原本は京大付属図書館寄託久原文庫所蔵から戦後大東急記念文庫
所蔵となった。
） 長谷寺験記 上巻 第 話 吉備大臣於大唐読野馬台帰朝事 長谷寺験記 永井義憲 新典社 年
囲碁史からみた吉備大臣入唐説話
月 翻刻文は難解であるが、 現代語訳 長谷寺験記 （総本山長谷寺 年 月）がある。
） 吉備大臣入唐絵巻 小松茂美 日本絵巻物大成 中央公論社 年 月
） 文選 全 巻 小尾郊一）花房英樹 全釈漢文大系 集英社 年 月 年 月
） 野馬台詩の謎 小峯和明 岩波書店 年 月
） 吉備大臣物語（翻印）名児耶 明 大東急記念文庫 建久御巡礼記付載 解説 川瀬一馬 原本（写真版付）
かがみ 大東急記念文庫 年 月
） 現代語訳 長谷寺験記 上巻 第一話 総本山長谷寺 年 月
） 絵巻物 奥平英雄編 日本の美術 至文堂 年 月
） 絵巻物再見 奥平英雄 角川書店 年 月
） 吉備大臣入唐絵巻の素材について 森 克己 日本絵巻物全集 角川書店 年 月
） 吉備大臣入唐絵詞と陰陽道 河原正彦 文化史研究 同志社大学日本文化研究会 年 月
） 易の研究 上野 清 三陽閣 年 月 復刻 歴史図書社 年 月 上野 清） 年）は
明治．大正の教育者．数学者
） 易の世界 加地伸行編 新人物往来社 年 月 中央公論社 年 月
） 日本陰陽道史総説 村山修一 褄書房 年 月
） 平安時代陰陽道史研究 山下克明 思文閣出版 年 月
） 大江匡房 川口久雄 人物叢書 吉川弘文館 年 月
） 中世神話の煉丹術 大江匡房とその時代 深沢 徹 人文書院 年 月
） 吉備真備 宮田俊彦 人物叢書 吉川弘文館 年 月
） 続日本紀 上 天平 年 月 日条 宇治谷 孟訳 講談社学術文庫 年 月
） 日本見在書目録 藤原佐理 古典保存会 年 月 日本見在書目録 解説稿 小長谷恵吉 小宮山出
版 年 月
） 阿倍仲麻呂傳研究 手択補訂本 杉本直治郎 勉誠出版 年 月
） 続日本紀 上 養老 年 月 日の条 前掲書
） 続日本紀 下 宝亀 年 月 日条 宇治谷 猛 講談社学術文庫 講談社 年 月
） 衆生必死．死必帰地．此之謂鬼。 礼記 中 祭義第 竹内照夫 新釈漢文大系 明治書院 年
月
） 鬼の研究 馬場あき子 三一書房 年 月
） 日本の鬼 近藤喜博 講談社学術文庫 講談社 年 月
） 大江匡房小考 秋日閑居賦を中心として 波戸岡 旭 日本文学の視点と諸相 汲古書店 年 月
） 大江匡房 和漢に通曉した高位の学者 佐藤道生 国文学 解釈と鑑賞 至文堂 年 月
） 寶誌和尚傳攷 牧田諦亮 東方学報 第 冊 京都大学人文科学研究所 年 月







野馬臺詩餘師 全 巻 編著者不詳 版本 版元 亀屋文蔵 年
野馬臺詩 本朝一人一首 巻 林 鵞峰編 小島憲之註 新古典文学大系 岩波書店 年 月
偽書の精神史 佐藤弘夫 講談社 講談社選書メチエ 年 月
日本国号の由来と歴史 神野志隆光 講談社学術文庫 講談社 年 月
） 日本書紀 釈日本紀 日本逸史 日本紀私記録 丁本 黒板勝美編 新訂増補国史大系 第 巻 吉川弘文
館 年 月
） 江談抄 第 詩の事（ ）源中将師時亭の文会の篤昌の事 大江匡房 前掲書
） 愚管抄 慈円 丸山二郎校註 岩波文庫 岩波書店 年 月
） 佛教語大辞典（縮刷版） 中村 元 東京書籍 年 月
） 旨 後漢 班固 芸文類聚 巻 巧芸部囲棊 唐 欧陽詢 四庫全書 上海古籍出版社 年
） 囲棊銘 後漢 李尤 全後漢文 巻 全上古三代秦漢三国六朝文 清 厳可均 台湾 世界書院
年 月
） 大戴礼記 巻 小辨第 前漢 戴徳 栗原圭介 新釈漢文大系 明治書院 年 月
） 淮南子 上 天文訓 前漢 劉安 楠山春樹 新釈漢文大系 明治書院 年 月
） 易 本田 済 中国古典選 第 巻 朝日新聞社 年 月 易経 上 易学解題 今井宇三郎 新釈漢
文大系 明治書院 年 月
） 夏王朝は幻ではなかった 中国 岳南著 朱建栄・加藤優子訳 柏書房 年 月
） 史記 （本紀） 三皇本紀 吉田賢抗 新釈漢文大系 明治書院 年 月
） 史記 （本紀） 周本紀第 前掲書
） 史記 （世家下） 孔子世家第 吉田賢抗 新釈漢文大系 明治書院 年 月
） と の数字だけを使用する 進法算術の解説、並びにこの算術の効用と中国古代から伝わる伏犧の図の
解読に対するこの算術の貢献について （ 年 月）） 第四章 中国の創始者伏犧が彼の著作で使った記号
と 進法について 中国自然神学論 中国哲学についてド・レモン氏に宛てた書簡 （ 年）ドイツ
ライプニッツ 山下外男 訳 中国学 ライプニッツ著作集 工作舎 年 月
） 支那に於ける囲棋の起源と発達 上下 小川琢治 支那学 第 巻第 号．第 巻 第 号 弘文堂書房
年 月． 年 月
） 囲碁の謎 囲碁の形象 勝田倫吉 週刊碁 日本棋院 平成 年 月 日
） 棊経 篇 棊局篇第 宇野精一訳註 忘憂清楽集 解説 講談社 年 月
） 礼記 上 月令第 竹内照夫 新釈漢文大系 明治書院 年 月 呂氏春秋 上 紀 楠山春樹
新編漢文選 明治書院 年 月
）
は囲碁を意味する。 年を堯の即位の年としている。
） 甲骨文字字釈総覧 松丸道雄．高島謙一編 東京大学出版会 年 月
） 春秋左氏伝 鎌田 正 新釈漢文大系 明治書院 年 月
） 論語 下 陽貨 吉川幸次郎 中国古典選 朝日新聞社 年 月
） 孟子 離婁篇第 下告子篇第 上 金谷 治 中国古典選 朝日新聞社 年 月
） 説文解字注 篇上 文 重 ． 篇上 木部 棊 後漢 許慎編 清 段玉裁注 上海古籍出版社
年 月
） 茶帖 東晋 王羲之 二王帖巻二中 二王帖目録評釈上 茶帖 明 呉江．董漢策刊 国立国会図書
館蔵 王羲之大字典 飯島太千雄 東京書籍 年 増補改訂版王羲之全書翰 森野繁夫 白帝社
年
） 玉篇 巻 木部 棊 梁 顧野王 北宋 陳彭年等 台湾中華書局 年
） 校正宋本広韻 巻 上平声 棊 北宋 陳彭年等 台湾芸文印書館 年
） 字彙 丑集 大部 明 梅膺祚 鹿角山房蔵版 年
） 中国文学概論 塩谷 温 講談社学術文庫 講談社 年 月
） 江家次第 巻 列見 大江匡房 古事類苑 遊戯部 神宮司廳 年 月
） 囲碁式 玄尊 群書類従 第 輯 続群書類従刊行会 年 月
） 管子 上 法第 遠藤哲夫 新釈漢文大系 明治書院 年 月
） 礼記 上 曲礼上第 竹内照夫 前掲書
） 條々聞書貞丈抄 第 伊勢貞頼 年成立 続々群書類従 第 国書刊行会 年 月
） 大諸礼集 小笠原貞慶 年成立 島田勇雄．樋口元巳校註 平凡社 年 月
） 中國圍棋數法變更小考 中国 楊 聨陞 韓国斗渓李丙 博士華甲記念事業委員会編 韓国 一潮閣
年 月
） 碁傳記序文 久須見九左衛門 版本 年
） 囲碁雑編 河村秀根 稿本 年成立 原本 名古屋市立鶴舞中央図書館蔵 解読翻刻本 国立国会図
書館 大阪商業大学アミュ ズメント産業研究所
） 爛柯堂棋話 林 元美 年成立 林 裕校註 東洋文庫 平凡社 年 月
） 囲碁事蹟部類鈔 著者不詳 井上頼圀増補 稿本 安政年間（ 年）原本 無窮会専門図書館神習
囲碁史からみた吉備大臣入唐説話
文庫蔵 解読翻刻本 国立国会図書館 大阪商業大学 アミュ ズメント産業研究所
） 囲碁事蹟考 加納諸平 稿本 安政年間成立 高井周耕 翻刻出版 年 月
） 吉備真備対唐国手玄東対局棋譜 碁経 林 元美 稿本 年 成田山仏教図書館 荒木文庫
） 通俗囲碁歴史 第 回 棊 第 号 安藤豊次 関西囲碁会 年 月
） 古事類苑 遊戯部 囲碁 神宮司廳 吉川弘文館 年 月
） 細註日本囲碁史綱 上古篇 囲碁世界 第 号 関 節蔵 囲碁同志会 年 月
報知囲碁講義録 号 関 節蔵 報知新聞社 年 月
） 坐隠談叢 第 巻（第 版）安藤豊次 関西囲碁会 年 月
） 吉備大臣と囲棊 日名 静一 稿本 真備町（岡山県吉備郡）公民館 年 月
） 古代囲碁の世界 渡部義通 三一書房 年 月
） 囲碁 語園 上 増田忠彦 大阪商業大学アミュ ズメント産業研究所 年 月
） 中國圍棋史話 台湾 朱銘源 台湾 中央中報社 年 月
） 中国囲棋史 中国 張如安 団結出版社 年 月
） 囲棋故事 下冊 中国 左興 中国統計出版社 年 月
） 話説囲棋 中国 馬諍 農村読物出版社 年 月
） 囲棋与中国文化 中国 何雲波 人民出版社 年 月
） 安倍晴明物語一代記 全 巻 冊 浅井了意 版本 京都 西村又左衛門 年 国立国会図書館蔵
活字本 安部晴明物語一代記 仮名草子集 第 巻 東京堂 年 月
） 南都名所集 全 巻 太田叙親．村井道弘 版本 年 国立国会図書館蔵 活字本 近世文芸叢書
国書刊行会 年
） 本朝智恵鑑 全 巻 北條団水 版本 京都出雲寺刊 年 国立国会図書館蔵 活字本 本朝智恵
鑑 巻第 北條団水集草子編 第 編 野馬光辰．吉田幸一編 古典文庫 年 月
） 安倍仲麻呂入唐記 全 巻 僧 誓誉 版本 銭屋利兵衛 年 国立国会図書館
） 絵本三国妖婦傳 全 巻 高井蘭山 版本 年 国立国会図書館 活字本 大泉堂梓（荒川藤兵衛）
年 月
） 扶桑皇統記圖會 前編 好華堂主人 柳斎度春 版本 年 活字本 吉備大臣入唐記 花堂蔵
版 年 月 東京銀花堂蔵版 年 月
） 吉備大臣支那譚 河竹黙阿彌 出版者 吉村いと 年 月 黙阿彌全集 第 巻 河竹繁俊編 春陽
堂 年
） 人倫訓蒙図彙 巻 版本 書林平楽寺開板 年 活字本 朝倉治彦校註 平凡社 東洋文庫 年
） 男重宝記 巻 版元 吉野屋藤兵衛 版本 年 活字本 女重宝記．男重宝記 元禄若者心得集 長
友千代治校註 現代教養文庫 社会思想社 年
） 和漢三才図会 巻 寺島良安 版本 年 活字本 東京書籍 年
） 本朝世事談綺 巻 菊岡沽凉 版本 年 活字本 近古文芸温古叢書 博文館 年
） 古今要覧稿 巻 屋代弘賢編 版本 年 活字本 国書刊行会 年
） 爛柯堂棋話 巻 林 元美 前掲書
